
松
本
保
宣
著

唐
王
朝
の
宮
城
と
御
前
合
議

|
|
唐
代
聴
政
制
度
の
展
開
|
|

JIl 

尻

手大

生

松
本
保
宣
氏
が
著
書
を
刊
行
さ
れ
た
。
ま
ず
、
こ
の
こ
と
を
な
に
よ
り
慶

び
た
い
。
評
者
自
身
、
松
本
氏
の
論
考
が
公
刊
さ
れ
る
ご
と
に
集
め
て
き
た

が
、
な
か
に
は
入
手
し
に
く
い
掲
載
誌
も
あ
り
、
苦
努
し
た
記
憶
が
あ
る
。

そ
れ
が
一
書
に
ま
と
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
後
間
学
に
と
っ
て
こ
れ
ほ
ど

有
り
難
い
こ
と
は
な
い
。

日
次
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
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序
説

第
一
部
唐
代
悪
政
制
度
の
展
開

第
一
挙
唐
代
後
半
期
に
お
け
る
延
英
殿
の
機
能

第
二
章
唐
代
前
竿
期
の
待
削

第
三
章
唐
代
後
竿
期
の
待
削
・
次
封
官

第
四
章
唐
代
の
正
殿
奏
事
|
|
釘
伏
奏
事
と
伎
卜
奏
事

第
五
章
文
宗
皇
帝
の
聴
政
改
革

第
六
章
宣
宗
朝
の
聴
政
|
|
唐
代
悪
政
制
度
の
完
成

第
二
部
唐
代
宵
城
中
根
部
の
構
造
と
機
能

第
一
章
東
都
洛
陽
宮
明
一
幅
門
附
近
に
つ
い
て

第
二
章
唐
代
の
側
門
論
事
に
つ
い
て

第
三
章
唐
代
常
聴
制
度
試
論

附
論
一
書
評
衰
剛
著
『
陪
唐
中
桐
樫
制
的
援
展
山
民
間
耐
久
』

附
論
二
唐
代
官
官
論
|
|
近
年
の
中
国
人
研
究
者
の
論
説
を
中
心
に

総
括

あ
と
が
き

事
項
索
引

人
名
索
引

一
計
者
自
身
、
日
本
古
代
史
の
研
究
を
専
門
と
し
て
い
る
た
め
、
日
本
と
の

比
較
に
つ
い
て
記
す
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
な
が
ら
、
内
容
の
紹
介

か
ら
は
じ
め
た
い
と
思
う
。

各
章
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
松
本
氏
自
身
が
序
章
で
簡
に
し
て
要
を
得
た

解
説
を
施
し
て
お
ら
れ
る
が
、
筆
者
な
り
に
整
理
し
て
お
く
。

第
一
部
第
会
章
は
、
松
本
氏
が
は
じ
め
て
延
英
殿
で
の
合
議
を
指
摘
し
た

論
考
で
、
唐
代
後
半
の
「
御
前
舎
議
」
の
特
質
を
抽
出
し
て
い
る
。
代
宗
の

賓
麿
元
年
(
七
ム
合
乙
以
降
、
大
明
宮
紫
炭
殿
の
西
に
あ
る
延
英
殿
で
、
臣

下
と
の
合
議
が
持
た
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
延
英
殿
の
合
議
に
は
、
皇
帝
が

定
期
的
に
而
談
す
る
も
の
と
、
臨
時
に
封
出
す
る
も
の
が
あ
り
、
臣
下
の
種

類
や
開
催
の
契
機
に
よ
っ
て
、
皇
帝
が
宰
相
を
召
し
て
合
議
す
る
召
封
、
宰

相
以
外
を
召
す
特
召
、
官
人
が
皇
帝
と
の
出
舎
を
求
め
て
舎
談
す
る
請
封
、

外
朝
の
官
人
と
一
由
、
ず
る
次
針
官
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
の
合
議
の
出
現
に
と
も
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な
っ
て
、
正
殿
で
あ
る
紫
震
殿
の
機
能
は
形
式
化
・
儀
礎
化
し
、
本
来
は
便

殿
で
あ
っ
た
延
英
殿
が
主
た
る
政
務
の
場
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
合
議
は
、

皇
帝
の
濁
裁
権
を
保
話
す
る
役
割
を
果
た
し
た
と
推
測
す
る
。

第
二
章
で
は
、
唐
代
前
中
十
の
待
制
に
つ
い
て
述
べ
る
。
待
制
を
「
ム
種
の

人
材
。
フ
l
ル
制
度
」
と
規
定
し
、
待
制
の
場
を
検
討
す
る
。
中
書
省
・
門
下

省
を
中
心
に
、
禁
中
と
外
廷
の
堺
に
あ
る
門
が
控
え
の
場
で
あ
り
、
門
下
省

か
ら
中
書
省
へ
の
権
力
移
動
に
も
な
っ
て
、
そ
の
場
も
束
か
ら
西
へ
移
動
す

る
こ
と
、
安
史
の
乱
を
契
機
と
し
て
、
皇
帝
と
個
人
の
接
鰯
の
あ
り
方
が
、

自
由
で
人
格
的
関
係
か
ら
、
朝
儀
の
場
に
限
定
さ
れ
、
制
度
の
枠
を
は
め
ら

れ
た
も
の
へ
愛
化
し
た
と
説
明
す
る
。
侍
制
の
場
と
し
て
、
「
門
」
に
注
目

し
た
貼
が
興
味
深
い
。

第
三
章
は
、
第
二
ヰ
早
を
設
展
さ
せ
、
さ
ら
に
詳
細
に
合
議
制
の
婆
遷
を
追

う
。
先
一
大
二
年
(
七
二
二
)
に
創
設
さ
れ
、
大
暦
一
四
年
(
七
七
九
)
に
再

建
さ
れ
た
正
街
待
制
を
契
機
と
し
て
、
皇
帝
の
自
由
な
裁
旦
一
旦
に
よ
り
臣
下
と

接
鰯
し
て
い
た
「
毎
日
待
制
」
か
ら
、
在
京
官
人
が
定
期
的
に
皇
帝
と
封
面

す
る
「
坐
日
待
制
」
へ
と
愛
化
が
起
き
る
。
そ
し
て
、
元
和
元
年
(
八

O

六
)
に
は
、
紫
辰
殿
で
の
儀
式
が
終
了
し
た
後
に
、
延
英
殿
で
賓
質
的
な
合

議
が
な
さ
れ
る
制
度
が
確
立
し
た
。
筆
者
に
よ
れ
ば
、
政
策
決
定
の
プ
ロ
セ

ス
を
復
原
す
る
こ
と
に
よ
り
、
皇
帝
の
政
治
姿
勢
な
ど
、
従
来
の
制
度
中
~
・

政
治
史
の
枠
組
み
を
越
え
た
賓
態
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

第
四
章
で
は
、
太
極
宮
の
雨
儀
殿
、
大
明
宮
の
紫
寝
殿
と
い
っ
た
正
殿
で

の
令
議
に
つ
い
て
述
べ
る
。
太
宗
の
頃
に
は
、
役
衡
に
監
視
さ
れ
な
が
ら
、

臣
下
が
皇
帝
と
釣
話
す
る
「
釣
伎
奏
事
」
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
高
宗
の

頃
か
ら
、
杖
衡
と
史
官
を
十
が
ら
せ
た
後
に
行
う
非
公
式
な
「
伎
十
奏
事
」

が
生
ま
れ
た
。
一
方
、
安
史
の
乱
後
に
は
、
と
く
に
徳
宗
の
貞
元
一
八
年

(八

O
二
)
の
改
革
の
影
響
に
よ
っ
て
、
延
英
殿
で
の
合
議
が
主
流
と
な
っ

た
結
果
、
直
訴
を
除
き
、
「
杖
下
奏
事
」
の
み
な
ら
ず
「
釘
杖
奏
事
」
も
衰

退
し
、
正
殿
で
の
討
議
は
形
式
化
し
た
。
そ
の
結
果
、
延
英
殿
は
、
正
殿
の

合
議
機
能
を
奪
い
、
新
た
な
合
議
制
度
が
生
ま
れ
た
と
解
す
る
。

第
王
立
早
は
、
文
宗
の
聴
政
制
度
に
つ
い
て
。
文
宗
は
、
政
務
に
熱
心
で
あ

り
な
が
ら
、
(
臣
官
の
一
掃
に
失
敗
し
(
甘
露
の
愛
)
、
逆
に
{
臣
官
の
支
配
下

に
お
か
れ
た
、
と
の
定
説
を
描
拓
政
制
度
の
貼
か
ら
再
検
討
す
る
。
そ
れ
に
よ

れ
ば
、
彼
は
待
制
官
な
ど
を
朝
議
後
も
残
留
さ
せ
て
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と
、

新
規
に
砥
候
官
と
い
う
諮
問
要
員
を
置
き
、
刑
法
官
と
と
も
に
、
紫
寝
殿
・

延
英
殿
で
招
封
す
る
こ
と
、
史
官
を
臨
席
さ
せ
て
議
論
の
内
容
を
記
録
さ
せ

る
こ
と
、
な
ど
の
制
度
を
創
山
し
、
紫
寝
殿
の
朝
議
の
機
能
を
復
活
さ
せ
た
。

第
六
章
は
、
宣
宗
朝
の
描
拓
政
に
つ
い
て
の
論
考
で
あ
る
。
宣
宗
は
、
文
宗

が
設
け
た
刑
法
官
奏
到
を
復
活
さ
せ
、
謁
見
す
る
者
の
グ
ル
ー
プ
を
官
僚
の

職
掌
や
性
格
に
よ
っ
て
分
け
て
個
別
に
面
談
し
、
臣
下
を
皇
帝
の
も
と
に
直

結
さ
せ
た
。
ま
た
、
地
方
官
の
任
命
に
意
を
梯
い
、
彼
ら
に
到
し
で
も
濁
自

の
出
接
を
課
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
時
期
に
は
、
武
宗
朝
に
復
活
し
た
時
政

記
の
執
筆
が
継
承
さ
れ
、
延
英
殿
で
の
記
録
が
縦
績
的
に
賓
施
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
結
論
と
し
て
、
「
悪
政
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
が
極
ま
っ
た
」
と
の

許
債
を
下
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

第
二
部
第
一
章
は
、
洛
陽
宵
の
殿
舎
お
よ
び
宮
門
の
復
原
に
闘
す
る
論
文

で
あ
る
。
現
在
我
々
が
唐
代
洛
陽
宮
の
指
固
と
し
て
用
い
る
徐
松
『
唐
雨
京

城
坊
考
」
所
牧
の
「
洛
陽
宮
固
」
に
は
、
問
題
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上

で
、
文
献
を
渉
猟
し
て
本
来
の
明
一
拍
門
(
内
宮
と
連
絡
す
る
門
)
の
位
置
・

向
き
を
復
原
す
る
。
と
く
に
集
賢
殿
と
集
賢
殿
書
院
が
別
々
の
建
物
で
、
そ

の
来
歴
を
明
ら
か
に
す
る
く
だ
り
は
堅
巻
。
基
本
的
に
洛
陽
宮
は
、
陪
宮
を
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継
承
し
て
い
た
と
結
論
づ
け
る
。

第
二
章
は
、
側
門
を
通
し
て
の
上
申
と
任
官
に
つ
い
て
述
べ
る
。
側
門
に

つ
い
て
の
史
料
を
詳
細
に
集
め
た
L
L
一
で
、
側
門
と
は
従
来
説
か
れ
て
い
た
よ

う
な
大
明
宮
左
右
金
吾
伏
院
そ
ば
の
門
で
は
な
く
、
通
内
門
(
替
市
中
に
直
結

す
る
門
)
・
上
閤
門
(
太
極
殿
・
宣
政
殴
の
門
)
に
附
属
す
る
複
数
の
円
で

あ
る
と
推
測
す
る
。
そ
の
上
で
、
そ
れ
ら
の
門
を
通
し
て
、
不
特
定
多
数
の

者
た
ち
が
、
中
主
日
省
を
通
さ
な
い
で
奏
事
を
行
い
、
皇
帝
も
任
官
を
し
て
い

た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
逼
常
の
文
書
の
経
路
以
外
に
、
皇
帝
と
の
意
思

疎
通
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
暗
に
し
た
刺
激
的
な
論
。

第
三
ヰ
早
は
、
吉
田
歓
氏
の
常
刺
制
に
闘
す
る
批
判
を
基
に
し
た
、
唐
代
朝

舎
の
研
究
で
あ
る
。
吉
岡
氏
が
、
高
組
・
太
宗
朝
で
は
太
極
殿
で
、
官
同
宗
朝

で
は
雨
儀
殿
で
常
利
が
行
わ
れ
た
と
す
る
の
に
釘
し
、
松
本
氏
は
、
唐
以
前

か
ら
朝
儀
は
雨
儀
殿
で
行
わ
れ
た
こ
と
を
賓
例
で
示
す
。
そ
の
上
で
、
正
衡

が
雨
儀
殿
の
み
な
ら
ず
、
紫
震
殿
を
指
す
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

ま
た
、
唐
代
後
半
に
は
、
朝
参
と
踊
拓
政
が
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り
、
常
参

ハ
呂
は
、
皇
帝
不
在
の
ま
ま
官
政
殿
前
で
儀
式
を
行
い
、
そ
の
後
に
紫
寝
殿
に

入
っ
て
皇
帝
に
謁
見
し
た
と
推
測
す
る
。

附
論
一
は
、
哀
剛
氏
の
著
書
『
惰
唐
中
桐
刷
版
制
的
義
展
演
織
と
に
つ
い
て

の
書
評
で
あ
る
。
ま
ず
、
哀
氏
の
著
書
の
概
要
を
示
す
。
そ
の
上
で
、
則
天

武
后
の
主
導
に
よ
っ
て
、
皇
帝
の
居
所
が
太
極
宮
か
ら
大
明
宮
へ
移
り
(
移

宮
事
件
)
、
そ
れ
を
契
機
と
し
て
、
中
書
省
・
門
下
省
が
禁
中
か
ら
外
朝
に

押
し
出
さ
れ
、
新
た
に
宣
官
な
ど
の
側
近
が
誕
生
し
、
政
治
状
況
が
大
き
く

愛
わ
っ
た
と
す
る
哀
説
を
批
判
す
る
。
そ
の
根
擦
と
し
て
、
松
本
氏
は
、
す

で
に
太
極
宮
の
段
階
か
ら
雨
省
は
外
朝
に
位
置
し
、
則
天
朝
に
そ
れ
程
大
き

な
愛
化
は
な
か
っ
た
と
主
張
す
る
。

附
論
二
は
、
最
近
の
中
図
研
究
者
に
よ
る
宣
官
研
究
へ
の
論
評
。
近
年
の

白
臣
官
研
究
に
は
、
宣
官
が
唐
王
朝
の
勢
力
を
弱
め
、
崩
壊
に
導
い
た
と
す
る

説
と
、
{
臣
官
の
役
割
を
部
分
的
に
評
債
す
る
こ
つ
の
潮
流
が
あ
る
と
し
た
上

で
、
宣
ハ
呂
制
研
究
、
甘
露
の
愛
、
宣
官
と
官
人
と
の
関
係
に
つ
い
て
見
解
を

整
理
す
る
。
最
後
に
、
北
司
も
唐
ハ
呂
制
の
一
部
で
あ
り
、
過
度
に
特
別
覗
す

べ
き
で
は
な
い
と
す
る
見
解
に
親
近
感
を
不
し
、
{
臣
官
と
皇
帝
の
関
係
は
、

皇
帝
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
深
く
関
係
す
る
と
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

松
本
氏
の
著
書
の
特
色
は
、
大
き
く
四
黙
程
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
か
ろ
、
っ
か
。

ま
ず
、
第
ム
は
、
延
英
殿
の
合
議
の
存
在
と
そ
の
機
能
を
は
じ
め
て
詳
細

に
明
ら
か
に
さ
れ
た
黙
で
あ
る
。
従
来
の
唐
代
史
研
究
の
多
く
は
、
律
令
制

度
を
中
心
と
し
た
、
い
わ
ば
ハ
ー
ド
な
面
に
注
目
し
て
き
た
が
、
律
令
の
み

で
園
政
を
運
管
で
き
る
詳
で
は
な
く
、
そ
の
(
貫
態
、
時
間
的
愛
遷
を
覗
野
に

入
れ
た
権
力
の
場
と
し
て
、
延
英
殿
の
機
能
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
意
義
は
き

(
2
)
 

わ
め
て
大
き
い
。

第
二
に
、
従
来
、
不
明
で
あ
っ
た
皇
帝
を
中
心
と
す
る
合
議
・
刺
政
の
饗

遷
を
制
度
的
に
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
従
来
か
ら
も
、
部
分
的
に
は

合
議
に
言
及
す
る
論
考
は
み
ら
れ
た
が
、
系
統
的
に
考
究
さ
れ
た
貼
が
書
一
期

的
で
あ
る
。

こ
の
黙
は
、
日
本
古
代
史
に
お
け
る
宮
都
研
究
に
も
有
盆
で
あ
る
。
日
本

の
政
務
は
、
大
極
殿
・
朝
堂
院
か
ら
、
天
皇
の
私
的
居
所
で
あ
っ
た
内
裏
に

移
行
す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
そ
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
見
解
の

一
致
を
見
て
い
な
い
が
、
少
な
く
と
も
平
安
初
期
に
は
、
内
裏
が
政
務
の
場
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に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

従
来
、
こ
の
原
因
に
つ
い
て
、
朝
堂
院
は
康
く
、
よ
り
殺
率
化
を
は
か
る

た
め
狭
い
内
裏
に
移
っ
た
と
か
、
天
皇
が
大
極
殿
に
出
御
し
な
く
な
っ
た
こ

と
に
と
も
な
っ
て
、
政
務
の
場
も
移
動
し
た
な
ど
と
推
測
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
松
本
氏
の
研
究
に
よ
り
、
中
岡
で
も
太
極
殿
か
ら
、
皇
帝
の
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
な
場
へ
と
合
議
の
場
が
移
行
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

さ
す
れ
ば
、
日
本
に
お
け
る
政
務
の
場
の
繁
化
も
、
中
園
の
模
倣
と
い
う
面

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
日
本
の
政
務
研
究
に
と
っ
て
も
唐
円
の
比
較
が
可

能
・
必
要
に
な
っ
た
よ
う
に
思
う
。
本
書
は
、
中
園
史
の
み
な
ら
ず
、
日
本

古
代
史
研
究
に
と
っ
て
も
有
用
で
あ
る
。

第
三
と
し
て
、
具
髄
的
な
殿
舎
や
門
と
合
議
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
こ

と
で
あ
る
。
と
く
に
、
太
極
殿
と
宣
政
殿
、
紫
辰
殿
と
延
英
殿
の
関
係
を
明

ら
か
に
し
た
債
値
は
大
き
い
。
唐
の
皇
帝
と
宰
相
を
は
じ
め
と
す
る
臣
下
の

政
策
立
案
の
場
、
そ
し
て
儀
式
空
間
の
時
間
的
嬰
遷
が
明
確
に
把
握
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
関
連
し
て
、
側
門
を
通
し
て
、
皇
帝
が
任
官
を
含
む
下
命
を
行
い
、

逆
に
臣
下
が
奏
事
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
黙
も
、
従
来
の
制
度
的
研
究
で
は

描
か
れ
な
か
っ
た
貼
で
、
唐
代
の
皇
帝
と
巨
下
の
交
流
の
新
し
い
側
面
を
明

ら
か
に
し
た
と
い
う
黙
で
重
要
で
あ
る
。

第
四
と
し
て
、
従
来
の
徹
底
し
た
文
書
主
義
と
い
う
考
え
方
に
封
し
て
、

「
口
頭
」
の
重
要
性
を
提
起
さ
れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
延
英
殴
の
合

議
で
は
、
ま
ず
、
口
頭
で
の
討
論
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
文
書
が
作
成
さ
れ

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

日
本
古
代
史
で
は
、
現
在
、
口
頭
政
務
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

中
岡
史
に
あ
っ
て
も
、
今
後
、
立
日
啓
の
重
要
性
、
ひ
い
て
は
口
頭
と
文
書
の

関
係
を
解
き
明
か
す
ヲ
」
と
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
綴
密
な
研
究
を
叶
能
に
し
た
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
筆
者

の
史
料
に
針
す
る
博
捜
に
あ
る
。
膨
大
な
中
園
史
料
を
徹
底
的
に
め
く
り
、

閥
係
史
料
を
集
め
る
作
業
に
、
多
く
の
時
間
と
根
気
を
必
要
と
し
た
こ
と
も

想
像
に
難
く
な
い
。
ま
た
、
論
文
執
筆
の
背
後
に
、
史
料
を
書
き
留
め
た
膨

大
な
デ
ー
タ
の
蓄
積
を
感
じ
さ
せ
る
。
こ
う
し
た
作
業
が
あ
っ
て
、
は
じ
め

て
合
議
制
の
媛
、
建
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
だ
と
思
う
。

従
来
、
唐
代
の
政
治
史
は
、
軍
務
的
な
事
件
を
も
っ
て
、
皇
帝
の
賢
愚
や

皇
帝
権
力
の
強
弱
を
論
じ
る
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
か
か
る
方
法
に
よ
り
、
よ

り
具
程
的
に
ま
た
高
い
精
度
で
、
王
権
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
の
黙
は
、
今
後
の
唐
代
史
研
究
に
大
き
く
寄
奥
す
る
こ
と
に
な

る
と
思
わ
れ
る
。
松
本
氏
の
著
書
は
、
研
究
史
に
残
る
重
要
な
仕
事
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
、
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
問
題
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
も
っ
と
も
大
き
な
慰
は
、
皇
帝
を
中
心
と
す
る
合
議
を
追
求
す
る
あ

ま
り
、
他
の
合
議
、
た
と
え
ば
、
宰
相
の
ム
口
議
(
政
事
堂
の
合
議
)
や
、

「
議
」
な
ど
の
合
議
に
ほ
と
ん
ど
鰯
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
「
唐
代
後
宇
期
を
例
に
と
れ
ば
、
宣
下
相
中
主
目
門
下
曾
議
、
翰

林
向
学
士
・
宣
官
等
の
政
権
構
造
の
主
要
ア
ク
タ
ー
の
連
闘
を
筆
者
な
り
に
解

調
押
す
る
必
要
が
あ
る
」
(
三
三
六
頁
)
と
意
識
は
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

賓
際
に
闘
説
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
黙
は
、
松
本
氏
自
身
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
延
英
殿
の
企
議

制
白
煙
と
も
関
連
す
る
。
例
え
ば
、
『
合
昌
今
日
間
集
』
巻
一
一
、
差
革
故
事

に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
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議
櫨
法
等
大
事
朕

右
、
按
史
記
、
仲
尼
在
位
、
獄
訟
之
詞
有
可
奥
人
共
者
、
不
濁
有
也
、

伏
以
漠
・
貌
以
来
、
朝
廷
大
政
、
必
令
公
卿
奏
議
、
講
求
理
這
、
博
蓋

群
情
、
所
以
政
必
有
経
、
人
特
務
血
字
、
著
在
史
策
、
祭
然
可
親
、
臣
等

商
量
、
如
有
事
関
植
法
、
群
情
凝
滞
者
、
各
望
令
本
司
申
向
主
目
都
省
、

下
種
官
・
皐
官
詳
議
、
怠
見
不
向
者
、
任
潟
別
朕
、
如
是
、
刑
獄
、
亦

令
法
官
同
議
、
然
後
丞
郎
以
下
詳
具
可
否
問
奏
、
如
郎
吏
有
能
駁
難
者
、

皆
許
上
問
、
並
須
先
擦
経
義
、
其
次
取
正
史
・
策
・
故
事
、
不
得
白
骨
同

意
見
、
言
渉
浮
華
、
如
雄
官
・
皐
官
才
識
出
入
、
議
論
精
賞
者
、
向
後

擢
授
墓
省
官
、
郎
吏
別
奥
遷
擦
、
所
糞
漢
貌
之
風
、
復
行
今
日
、

以
前
、
臣
等
今
月
二
十
五
日
、
己
於
延
英
面
奏
、
奉
聖
旨
、

令
侠
疏
将
朕
来
者
、
謹
具
如
前
、

こ
れ
は
、
曾
昌
五
年
(
八
四
五
)
五
月
の
奏
朕
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
十
徳

裕
た
ち
宰
相
は
、
五
月
二
五

H
に
延
英
殿
で
、
文
書
を
作
成
し
て
持
参
せ
よ

と
の
武
宗
の
命
令
を
受
け
た
。
そ
れ
に
針
し
て
、
宰
相
た
ち
は
、
合
議
の
結

果
に
も
と
づ
い
て
こ
の
奏
朕
を
作
成
し
、
皇
帝
に
上
程
し
た
。
そ
の
結
果
、

翌
六
月
一
日
に
、
こ
の
奏
朕
の
一
部
を
引
用
し
た
救
が
下
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
徳
裕
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
奏
肢
を
作
成
し
た
の
か
。
そ
れ
は
、

政
事
堂
で
の
宰
相
合
議
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
か
つ
て
述
べ
た
よ
う
に
、

複
数
の
宰
相
の
閥
輿
が
認
め
ら
れ
る
奏
肢
は
、
宰
相
が
政
事
堂
で
意
事
乞
統

一
し
、
す
べ
て
の
宰
相
が
署
名
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
北
宋
の
王
位
回
『
王
文
正
筆
録
』
に
、

奮
制
、
宰
相
早
朝
上
殿
、
命
坐
、
有
軍
園
大
事
、
則
議
之
、
常
従
容
茶

而
退
、
白
鈴
競
令
除
拝
、
刑
賞
庭
置
事
、
無
巨
細
並
熟
朕
擬
定
進
入
、

上
於
禁
中
親
覚
、
批
紙
尾
、
山
御
賓
可
其
奏
、
謂
之
印
妻
、
降
出
奉
行

而
己
、
由
唐
室
歴
五
代
不
改
其
制
、

同
じ
く
北
宋
の
宋
敏
久
『
春
明
退
朝
録
』
巻
下
に
も
、

唐
宰
相
奉
朝
請
、
即
退
延
英
止
論
政
事
大
龍
、
其
進
擬
差
除
但
入
熟
朕

書
可
、
今
所
存
有
開
元
宰
相
奏
請
欣
二
巻
、
鄭
政
鳳
池
藁
草
内
載
雨
、

相
奏
擬
欣
数
春
、
秘
府
有
擬
朕
注
制
十
巻
、
多
用
四
六
皆
紀
其
人
履
歴
、

性
行
、
論
請
、
宰
相
自
草
、
五
代
亦
然
、
冠
莱
公
謂
楊
文
公
日
、
議
不

能
矯
唐
時
宰
相
、
蓋
嫡
於
ム
叩
詞
也
、
(
後
略
)

な
ど
と
あ
り
、
宰
相
は
、
早
朝
、
延
英
殿
で
の
合
議
を
終
え
る
と
、
奏
状
を

作
成
し
、
皇
帝
に
し
上
程
し
た
。
皇
帝
は
そ
の
紙
尾
に
批
答
を
書
き
入
れ
た
こ

と
が
み
え
る
。
宰
相
舎
議
は
、
濁
立
し
た
舎
議
で
は
あ
っ
た
が
、
延
英
殿
の

合
議
と
連
動
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
補
完
す
る
機
能
も
有
し
て
い
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
渡
逢
信
一
郎
が
明
ら
か
に
し
た
唐
代
の
「
議
」
に
つ
い
て
も
同
様

で
、
延
英
殿
を
は
じ
め
と
す
る
皇
帝
の
合
議
の
場
で
検
討
し
、
政
策
に
取
り

入
れ
る
か
ぶ
口
か
を
検
討
し
た
場
合
が
し
ば
し
ば
あ
り
、
雨
者
の
有
機
的
な
関

係
が
想
定
さ
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
松
本
氏
が
考
え
ら
れ
た
権
力
構
造
と
も
関
係
す
る
。
松
本

氏
は
、
延
英
殿
の
舎
議
な
ど
、
皇
帝
主
催
の
合
議
を
も
っ
て
、
皇
帝
の
専
制

的
権
力
を
保
誼
す
る
と
み
な
さ
れ
た
。
こ
の
貼
は
、
第
一
部
第
一
章
、
第
五

章
の
理
解
に
よ
く
表
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
皇
帝
主
催
の
合
議
を
中
心
に
据
え
れ
ば
、
そ
の
よ
う
に
見
え
る

の
は
賞
然
で
あ
り
、
宰
相
合
議
か
ら
み
れ
ば
逆
の
こ
と
も
一
百
い
う
る
。
例
え

ば
、
政
事
堂
に
つ
い
て
、
「
向
君
弱
臣
強
之
後
、
宰
相
主
生
殺
之
柄
、
天
子

掩
九
重
之
耳
」
と
の
文
言
を
取
り
出
せ
ば
、
宰
相
権
力
の
大
き
さ
を
浮
か
び

上
が
ら
せ
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
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何
も
、
評
者
は
、
宰
相
の
権
力
が
大
き
か
っ
た
と
言
い
た
い
わ
け
で
は
な

い
。
要
は
、
御
前
合
議
を
他
の
合
議
と
比
較
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
合
議

の
相
封
化
を
行
っ
て
は
じ
め
て
、
個
々
の
権
力
の
強
弱
、
時
間
的
愛
選
、
そ

れ
ぞ
れ
の
特
徴
な
ど
を
検
討
の
狙
L
L

に
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
、
と
思
う
の
で
あ
る
。

皇
帝
を
中
心
と
す
る
政
策
決
定
に
は
、
各
種
の
合
議
方
法
が
組
み
合
わ
さ

れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
個
人
や
集
圏
の
見
解
が
反
映
し
た
と
思
わ
れ
る
。
も
う
少

し
皇
帝
周
透
の
意
見
形
成
過
程
に
つ
い
て
も
、
目
配
り
す
べ
き
だ
っ
た
と
考

、える。そ
の
原
因
の
ひ
と
つ
は
、
松
本
氏
が
使
用
す
る
史
料
と
関
係
す
る
よ
う
に

も
思
わ
れ
る
。
松
本
氏
は
、
『
奮
唐
童
日
』
「
珊
府
元
亀
』
な
ど
の
編
纂
史
料
を

基
本
的
に
用
い
て
お
ら
れ
る
が
、
合
議
の
デ
ィ
テ
ー
ル
は
、
個
人
の
文
集
、

た
と
え
ば
、
張
九
齢
『
唐
丞
相
曲
江
張
先
生
文
集
』
、
李
徳
裕
『
舎
昌
一
品

集
』
、
権
徳
輿
『
権
載
之
文
集
』
な
ど
、
宰
相
経
験
者
の
文
集
を
用
い
れ
ば
、

さ
ら
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

最
後
に
、
本
書
の
艦
裁
に
つ
い
て
感
想
を
ひ
と
つ
逮
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

各
章
で
重
複
す
る
部
分
が
か
な
り
あ
る
よ
う
に
思
う
。
と
く
に
延
英
殿
の
合

議
に
関
す
る
筆
者
の
見
解
が
、
複
数
の
章
の
導
入
部
分
に
置
か
れ
て
い
る
。

個
別
の
論
文
な
ら
ば
そ
れ
で
よ
い
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
著
書
と
し
て
収
め

る
場
合
に
は
、
も
う
少
し
整
理
・
簡
約
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

(
日
)

こ
こ
十
年
ほ
ど
の
聞
に
、
「
唐
令
拾
遺
補
』
が
刊
行
さ
れ
、
中
村
裕
一
氏

(
l
)
 

に
よ
る
陪
唐
に
お
け
る
一
連
の
公
文
書
制
の
研
究
が
公
刊
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

近
年
、
米
一
閣
か
ら
開
元
二
五
年
令
を
含
む
天
聖
令
が
務
見
さ
れ
、
寓
巽
附

(ロ)

き
で
翻
刻
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
影
印
本
し
か

な
か
っ
た
『
噺
府
元
通
』
が
、
高
債
と
は
い
え
、
索
引
附
き
の
校
訂
本
と
し

て
活
字
化
さ
れ
た
こ
と
も
う
れ
し
い
。

そ
し
て
、
今
こ
こ
に
、
松
本
氏
に
よ
る
皇
帝
を
中
心
と
す
る
合
議
制
度
に

封
す
る
精
綴
な
研
究
を
得
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
融
合
さ
せ
て
、

よ
り
具
躍
的
な
唐
代
の
政
務
形
態
を
復
原
す
る
こ
と
が
、
我
々
後
進
に
課
さ

れ
た
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
中
園
の
官
僚
制
が
文
書
主
義
で
あ
る
こ
と
は
言
を
待
た
な
い
が
、

文
書
だ
け
で
完
結
し
て
い
た
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
許
者
が
日
本
占
代
で
明

(
N
H
)
 

ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
文
書
に
よ
る
政
務
を
下
支
え
た
の
は
口
一
顕
で
あ
っ
た
。

こ
の
黙
は
、
松
本
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
口
頭
政
務
と
文
書
行
政
が
ど

の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
黙
を
解
明
す
る
こ
と
も
、
唐
代
史

に
と
っ
て
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(
国
)

な
お
、
松
本
氏
は
、
本
書
刊
行
後
に
も
す
で
に
新
た
な
論
考
を
愛
表
し
、

盛
ん
な
研
究
活
動
を
展
開
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
来
日
の
書
評
・
紹
介

(
日
)

は
、
す
で
に
い
く
つ
か
公
表
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
の
問
題
関
心
と
は
異
な
る

慰
か
ら
の
論
評
で
あ
り
、
併
せ
て
讃
ま
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
。

こ
れ
ま
で
か
な
り
厳
し
い
こ
と
を
指
摘
し
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
本
書
に
高

い
債
値
を
認
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。
非
穫
に
わ
た
る
部
分
が
あ
れ
ば
、
松
本

氏
に
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
た
い
。
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註(
1
)

吉
出
歎
『
日
中
宮
城
の
比
較
研
究
」
(
吉
川
弘
文
館
、
二

O
O二

年
)

0

(
2
)

た
だ
し
、
一
部
で
偶
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
著
者
よ
り
早
く
延

英
殿
の
合
議
に
つ
い
て
論
及
し
た
、
謝
元
魯
『
唐
代
中
央
政
権
決
策

制
度
』
(
文
津
出
版
枇
、
一
九
九
二
年
)
を
も
う
少
し
許
債
し
で
も



よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

(
3
)

停
職
琢
・
周
建
岡
校
婆
『
本
十
徳
裕
文
集
校
筆
』
(
河
北
教
育
出
版

祉
、
二
O
O
O
年
)
に
よ
る
。

(
4
)

『
奮
唐
書
』
巻
一
一
、
武
{
一
市
本
紀
、
舎
昌
五
年
六
月
内
子
僚
に
、

こ
の
奏
肢
を
引
用
し
た
救
が
牧
め
ら
れ
て
い
る
。

(
5
)

川
尻
秋
生
「
日
本
古
代
に
お
け
る
合
議
制
の
特
質
」
(
『
歴
史
向
学
研

究
』
七
六
三
、
二
O
O
二
年
)

0

(
6
)

文
淵
閑
四
庫
令
書
に
よ
る
。

(
7
)

照
代
史
料
筆
記
叢
刊
に
よ
る
。

(
8
)

渡
透
信
一
郎
『
天
空
の
玉
座
|
|
中
園
古
代
帝
園
の
朝
政
と
儀
櫨

|
|
』
(
柏
書
房
、
一
九
九
六
年
)
。
な
お
、
許
者
も
「
議
」
に
つ
い

て
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
川
尻
秋
生
「
日
本
古
代
に
お
け
る
「
議
」
」

『
史
的
学
雑
誌
』
一
一
O
|
三
、
二
O
O
一
年
)
参
照
。

(
9
)

李
華
「
中
主
日
政
事
堂
記
」
(
『
唐
文
粋
』
巻
七
二
)
o

四
部
叢
刊
初

編
集
部
に
よ
る
。

(
日
)
仁
井
岡
陸
著
・
池
出
温
編
集
代
表
『
唐
令
拾
遺
補
」
(
東
京
大
墜

出
版
舎
、
一
九
九
七
年
)

0

(
日
)
中
村
裕
一
『
唐
代
制
救
研
究
』
(
汲
士
門
書
院
、
一
九
九
一
年
)
、
同

『
唐
代
官
文
書
研
究
』
(
中
文
出
版
祉
、
一
九
九
一
年
)
、
同
『
唐
代

公
文
書
研
究
』
(
汲
古
来
日
院
、
一
九
九
六
年
)
、
同
『
唐
令
漁
一
文
の
研

究
」
(
汲
古
書
院
、
二
O
O
五
年
)
な
ど
。

(
ロ
)
『
天
一
悶
戴
明
紗
本
天
聖
令
校
謹
』
(
中
華
書
局
、
二
O
O
六
年
)

0

(
日
)
『
冊
府
元
亀
(
校
訂
本
)
」
萱
l
拾
二
(
鳳
風
間
版
枇
、
二

0
0
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六
年
)

0

(
U
)

川
尻
秋
生
「
口
頭
と
文
書
惇
達
|
|
朝
集
使
を
事
例
と
し
て

|
|
」
(
文
字
と
古
代
H
本
一
一
『
文
字
に
よ
る
交
流
』
古
川
弘
文
館
、

二
O
O
五
年
)

0

(
日
)
最
、
近
、
小
野
達
哉
「
唐
代
後
期
に
お
け
る
宣
と
制
救
の
関
係
」

(
『
史
林
」
九
O
四
、
二
O
O
七
年
)
が
口
頭
政
務
の
重
要
性
を

指
摘
し
て
お
り
注
目
さ
れ
る
。

(
日
)
松
本
保
官
一
「
唐
代
前
宇
期
の
常
朝
|
|
太
極
宮
を
中
心
と
し
て

|
|
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
六
五
二
、
二
O
O
六
年
)
、
同
「
唐
の

代
宗
期
に
け
る
臣
僚
の
上
奏
過
程
と
植
密
使
の
登
場
|
|
唐
代
宮
城

に
お
け
る
情
報
惇
達
の
一
駒
そ
の
一
|
|
」
(
「
立
命
館
東
洋
史

的
宣
二
九
、
二
O
O
六
年
)
、
同
「
唐
代
御
史
到
伏
弾
奏
考
」
(
『
立

命
館
文
向
学
』
五
九
八
、
二
O
O
七
年
)

0

(
口
)
武
田
和
哉
「
書
評
松
本
保
宣
著
『
唐
王
朝
の
宮
城
と
御
前
舎
議

|
|
唐
代
聴
政
制
度
の
展
開
|
|
』
」
(
『
保
里
制
・
古
代
都
市
研

究
』
二
二
、
二
O
O
七
年
)
、
製
田
裕
「
新
刊
紹
介
松
本
保
宣
著

『
唐
王
朝
の
宮
城
と
御
前
合
同
議
|
|
唐
代
悪
政
制
度
の
展
開
|
|
』
」

(
『
古
代
文
化
』
五
九
三
、
二
O
O
七
年
)
、
佐
藤
和
彦
「
書
評

松
本
保
宣
著
『
唐
王
朝
の
宮
城
と
御
前
舎
議
|
|
唐
代
悪
政
制
度
の

展
開
|
|
』
」
(
『
史
皐
雑
誌
』
一
会
七
回
、
二
O
O
八
年
)
な
ど
。

二
O
O
六
年
九
月
京
都
晃
洋
書
房

A
五
版
三
四
八
頁
三
九
九
O
固
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